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10
月
15
日
に
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア
学
院
の
年
間
最
大
行
事「
収
穫
感
謝
の
日
」の

テ
ー
マ「
み
ん
な
の
違
い
が
世
界
を
救
う
」。

学
院
の
14
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
の
中
に
も「
多
様
性
」が
あ
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
学
院
に
と
っ
て
多
様
性
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

みんなの違いが世界を救う

「
多
様
性
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
目
に
し
、
耳
に

す
る
。
日
本
の
国
会
で
は
6
0
1
人
の
男

性
と
1
1
0
名
の
女
性
が
多
様
性
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
議
論
を
し
て

い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
ア
ジ
ア
学
院
の
畑
で

は
ウ
ガ
ン
ダ
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
ミ

ニ
ト
マ
ト
と
翠
色
の
ナ
ス
の
収
穫
を
し
て

お
り
、
そ
の
傍
ら
に
は
普
段
雑
草
と
一
括

り
に
さ
れ
る
多
様
な
草
花
や
虫
た
ち
が
戯

れ
て
い
る
。
多
様
性
と
は
個
性
が
集
ま
り

そ
れ
が
調
和
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
僕

は
あ
る
朝
の
畑
仕
事
を
振
り
返
り
そ
う

思
っ
た
。

　
個
性
に
気
づ
く
こ
と

　

約
20
か
国
の
人
た
ち
が
集
う
ア
ジ
ア
学

院
は
多
様
性
に
満
ち
溢
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
期
待
し
て
ア
ジ
ア
学
院
を
訪
れ
る
人
は

多
い
。
し
か
し
、
昨
年
は
外
国
人
パ
テ
ィ

シ
パ
ン
ト（
学
生
）は
一
人
し
か
い
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
様
な
日
本
人
が

ア
ジ
ア
学
院
を
訪
れ
て
く
れ
た
。
環
境
の

こ
と
を
考
え
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
た

山
下 

崇
（
募
金
・
国
内
事
業
課
長
）

多
様
性
は
個
性
の
調
和

logo mark
black

人
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
乗
っ
て
日
本

中
を
旅
し
て
い
る
家
族
、
昆
虫
食
に
興
味

が
あ
り
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
料
理
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
人
な
ど
、
本
当
に
面
白
い
人

た
ち
が
集
っ
て
く
れ
た
。
日
本
人
が
大
多

数
と
い
う
こ
と
で
ア
ジ
ア
学
院
の
魅
力
が

落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し

て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て

な
く
、
一
人
一
人
の
個
性
は
多
様
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
光
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
た
。

　
個
性
へ
の
共
感

　

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
著
『
ぼ
く
は
イ
エ

ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、
ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
』

に
、「
多
様
性
は
楽
で
は
な
い
。
し
か
し
、

楽
ば
っ
か
り
し
て
い
る
と
無
知
に
な
る
」

「
エ
ン
パ
シ
ー（
共
感
）は
シ
ン
パ
シ
ー（
同

情
す
る
）
と
違
い
自
分
と
違
う
理
念
や
信

念
を
持
つ
人
の
こ
と
を
想
像
し
て
み
る
主

体
的
な
力
の
こ
と
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
学
院
に
限
ら
ず
多
様
な
人
が
集
ま

（
７
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

T
O
P
I
C

収穫感謝の日（HTC）でステージパフォーマンスを披露するアジア学院コミュニティメンバー

Save the World through Our Differences
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キリスト教を基盤とした学校だけあって、

キリスト教徒が多数派。一方で、宗教の違

いを超えて共に祈ることを大切にしていま

す。朝の集いや食事の前にはそれぞれのや

り方で祈りや沈黙の時が捧げられます。

合わせて 18 ヶ国のメンバーが暮らしていま

す。ひとつの国の中で民族や文化、言語が

異なることも珍しくありません。

調査日：2022年10月末　対象者：2022年度学生、研究科生、長期ボランティア、職員

宗教の多様性 国籍の多様性

アジア学院の多様性MAP
2022年

東アジア

30 人
（日本） 

東南アジア

10 人
（インドネシア、フィリピン、

マレーシア、ベトナム） 

南アジア

10 人
（インド、ネパール、

バングラデシュ） 

東アフリカ

５人
（ウガンダ、エチオピア、

ケニア、ルワンダ） 

ヨーロッパ

３人
（ドイツ） 

データで
見る

ニワトリ
400羽

ミツバチ
4000羽

ヤギ
10頭

ブタ
70 頭

飼育中の家畜の数（概算） キリスト教

東アジア

東南アジア

南アジア

仏教

イスラム教
ヒンドゥー教

東アフリカ

ヨーロッパ

西アフリカ

北米

中米
中部アフリカ

特になし

69%

43%

14%

14%

7%

6%

6%

4%
3%

3%
3%

2%

1%

25%
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有機農法による少量・多品目の栽培や、家畜を

含めた循環型農業は、自然の多様性の強みを活

かすものです。土の中の無数の微生物の働きも

アジア学院の農業には欠かすことのできない要

素です。

アジア学院の学生たちは、母国で地域の課題解

決に携わる人たちです。農や食を中心に、それ

ぞれのコミュニティの多様な社会的ニーズに応

えるべく取り組んでいます。用いているスキル

も、農業技術から建築、IT 技術、カウンセリン

グなど様々！

学生、ボランティア、職員、さらには野菜や家畜、自然…
たくさんの命が共に生きるアジア学院。今年のコミュニティをデータで見て、
計り知れない多様性の一部を覗いてみたいと思います。

農的な多様性
活動分野の多様性

中米

２人
（グアテマラ） 

中部アフリカ

２人
（コンゴ民主共和国） 

西アフリカ

４人
（ガーナ、ナイジェリア） 

北米

４人
（アメリカ） 

（複数回答あり）学生の活動分野

種

学 生

48 %

35%

15%

2%45 %

55 %

38%

25%

18 %

13%

3%
3%

男 性
2 0 代

3 0 代

4 0 代

5 0 代

女 性

職 員

長期ボランティア

10代

60代
研究科生

学院の構成

男女比率年齢比率

0 5 10 15 20 25

農業・食料　

教育

宗教

青少年支援

ジェンダー

平和・紛争解決

障がい者支援

21 人

７人

7 人

５人

５人

４人

２人

１人

その他（新卒など）

今年育てた野菜・作物の数

うち25 種が
自家採種
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バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
職
業
も

ア
ジ
ア
学
院
で
の
立
場
も
様
々
な
メ
ン
バ
ー
に
、

「
多
様
性
」を
テ
ー
マ
に
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

Q 農的な多様性についてアジア学院で学
んだことを聞かせてください。

A 以前は工場で働いていましたが、叔父の誘

いで有機稲作を始めました。田んぼで稲が

実るまでの日々の成長は私を感動させ、人生を変

えました。アジア学院で学んだことに基づいて自

分の農場を変えていきたいと思っています。例え

ば今まではほぼ稲作でしたが、米と野菜の輪作に

取り組んで、土をより健康に、より肥沃にしたい

と考えています。魚も飼いたいですね。ヤギなど

の家畜も増やして、有機質肥料も豊かにしたいで

す。今まで稲作で出る稲わらやもみ殻といったも

のはすべて捨てていましたが、アジア学院ではす

べて活用できることを学びました。

私
は
ア
ジ
ア
学
院
を
卒
業
後
、
外
資
系
企
業

に
就
職
し
、
そ
こ
に
勤
め
て
い
る
障
が
い

を
も
っ
た
社
員
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
職
場
で
は
様
々
な
障
が
い
を
も
っ
た

メ
ン
バ
ー
が
働
い
て
お
り
、
チ
ー
ム
内
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
と
き
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー

ズ
が
異
な
り
ま
す
。
同
じ
作
業
の
指
示
で
も
相
手

に
よ
っ
て
手
話
や
筆
談
、
振
り
仮
名
を
振
っ
た
文

章
、
図
や
写
真
で
の
説
明
な
ど
異
な
る
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
時
に
不
自
由
な

場
面
も
あ
り
ま
す
が
、
思
い
も
よ
ら
な
い
視
点
や

新
し
い
可
能
性
に
気
が
つ
く
こ
と
が
で
き
る
た
め

多
様
性
の
あ
る
チ
ー
ム
の
大
き
な
強
み
だ
と
思
い

ま
す
。
と
は
い
え
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
や
悩

む
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。
今
の
私
を
支
え
て
い

る
の
は
、
回
り
道
や
衝
突
を
恐
れ
ず
、
む
し
ろ
困

難
を
歓
迎
し
楽
し
む
と
い
う
ア
ジ
ア
学
院
で
の
学

び
と
経
験
で
す
。

Q  アジア学院で世界中から来た人々と接
する中で何を感じ、学んでいますか？

A アジア学院の学生として日本に来るまで、

国から出たことはありませんでした。ここ

に来て初めて英語で会話する日常を過ごし、アフ

リカの衣装を見、日本の文化を体験しました。私

たちの主食はトルティーヤですが、日本に来てか

ら毎日食べるのはお米です。一日の過ごし方も違

い、アジア学院では朝 6時半に活動が始まり、夕

方 5時に野菜や家畜の世話が終わるまで休みなく

続きます。食事も習慣も全てが新しく、私が過ご

してきたグアテマラのものとは違いました。アジ

ア学院に集う、国も言葉も宗教も違う人たちとの

交わりは特別で、この交わりの中で学んでいます。

大切なのは食べものや人など私達を取り巻く全てに感謝することです。肌の

色や言葉が違う人、様々な理由で違って見える人に親切にし、愛情を注い

でいますか。聖書には自分を愛するように隣人を愛せよと書いてあります。私達

はしばしば困っている人を隣人ではなく負担として見てしまいますが、背景や人

種、文化の違いを超えて全ての人を隣人として見るべきです。自分と違う人々に

出会う可能性が一層多くなるこの世界で、違いを世界を救う方法として捉え、そ

の努力を共に行っていきましょう。
（収穫感謝の日での礼拝メッセージから）

Ester Brito Raymundo

Mohd Khuzairy Bin Hamid

Onekachi Samuel Abugu

Ester 

Jai

Samuel

エステル・ブリット・レイムンドゥ

モハド・クザリー・ビン・ハミッド

オニェカチ・サムエル・アブグ

グアテマラ福音教会協議会　農業プロモーター

SRI ラヴリー複合有機農園／農場管理者

アフリカ教会機構／副牧師、農場補佐

グアテマラ
2022 年度

学  生

マレーシア
2022 年度

学  生

ナイジェリア
2022 年度

学  生
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Q マルタさんが提案した収穫感謝の日のテーマ
「Save the World through Our Differences 

　　　（みんなの違いが世界を救う）」にどんな思いを 
　　　込めましたか？

A 初めてアジア学院へ来たとき、自分と全く違う人た

ちがこの場にたくさん集まっていることが印象的で

した。肌の色、髪の毛の色、言葉、背景、外見も経験もこん

なに違いがあるのだと驚きました。しかし、みんなと一緒に

暮らしていくうちに、違いはともかくそれぞれ自分のコミュ

ニティを良くして行きたいという同じビジョンを持っている

ことに気付きました。そして、様々な違いを持つ私たちがア

ジア学院で得た学びを「種」として各コミュニティへ持ち帰

り、それを植えて育てています。その種が世界各地で芽生え、

世界を救うことになるのです。

Q アジア学院で学んだことは、今の自分にどう活
きていますか？

A たとえどんなに違いがあっても、私たちはみな同じ

人間。これが 2年前にアジア学院で得た、シンプル

で確かな学びでした。同じ学生として世界中の仲間と一緒に

笑い一緒に歌って、一緒に悩んで一緒に考えて…それぞれの

バックグラウンドが全く異なるからこそ、共に生きられるこ

との尊さを心から感じることができました。人と関わること

がより好きになった結果、今年は研究科生として主に地域や

国内の学生に向けた事業に携わっています。これからも大切

にしたいと思える多くのつながりを、アジア学院内外で作る

ことができて、とても嬉しいです。

私
は
ア
ジ
ア
学
院
を
卒
業
後
、
外
資
系
企
業

に
就
職
し
、
そ
こ
に
勤
め
て
い
る
障
が
い

を
も
っ
た
社
員
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
職
場
で
は
様
々
な
障
が
い
を
も
っ
た

メ
ン
バ
ー
が
働
い
て
お
り
、
チ
ー
ム
内
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
と
き
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー

ズ
が
異
な
り
ま
す
。
同
じ
作
業
の
指
示
で
も
相
手

に
よ
っ
て
手
話
や
筆
談
、
振
り
仮
名
を
振
っ
た
文

章
、
図
や
写
真
で
の
説
明
な
ど
異
な
る
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
時
に
不
自
由
な

場
面
も
あ
り
ま
す
が
、
思
い
も
よ
ら
な
い
視
点
や

新
し
い
可
能
性
に
気
が
つ
く
こ
と
が
で
き
る
た
め

多
様
性
の
あ
る
チ
ー
ム
の
大
き
な
強
み
だ
と
思
い

ま
す
。
と
は
い
え
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
や
悩

む
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。
今
の
私
を
支
え
て
い

る
の
は
、
回
り
道
や
衝
突
を
恐
れ
ず
、
む
し
ろ
困

難
を
歓
迎
し
楽
し
む
と
い
う
ア
ジ
ア
学
院
で
の
学

び
と
経
験
で
す
。

インドネシア
研究科生

（2012 年卒）

Margareth Marta Roida Sianipar Marta
マーガレット・マルタ・ロイダ・シアニパール
バタック・プロテスタント教会　エリム孤児院 / 牧師、孤児院スタッフ

Hiroka Komatsubara Hiroka

Jun

小松原 啓加

松井 潤 さん

国内大学卒業後アジア学院入学

ソーシャルワーカー（2021 年度卒業生）

ソーシャルワーカーとして病院、児童養護施設や障害者支援
施設などで働いた後、アジア学院へ入学。

日   本
卒業生インターン

（2020 年卒）
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「み
ん
な
の
違
い
が
世
界

を
救
う
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
2
0
2
2
年
度
収

穫
感
謝
の
日
（
H
T
C
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度

は
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
っ
た
の

で
、
お
客
様
を
お
迎
え
し
て

の
H
T
C
は
2
年
ぶ
り
と
な

り
ま
す
。
ま
だ
人
数
制
限
を

設
け
て
の
予
約
制
で
は
あ
る

も
の
の
、
学
生
た
ち
を
中
心

に
皆
で
精
一
杯
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
収

穫
感
謝
の
礼
拝
、
色
々
な
国

の
食
事
、
様
々
な
国
や
文
化

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
学
生

や
学
院
の
こ
と
を
紹
介
す
る

展
示
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
ク
ラ
ス
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
な
ど
な
ど
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
身
も
展
示
の
内
容
も

礼
拝
の
進
行
も
、
装
飾
も
サ

ウ
ン
ド
管
理
も
、
様
々
な
こ

と
が
学
生
た
ち
の
リ
ー
ド
に

よ
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

こ
の
H
T
C
は
学
院
の
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
同
時

に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
の
一
環
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
全
体
を

監
督
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
、
様
々
な
タ
ス
ク
を

分
担
す
る
各
委
員
会
の
リ
ー

ダ
ー
も
、
会
計
も
学
生
で
す
。

話
し
合
い
の
中
で
う
ま
く
ま

と
ま
ら
ず
に
ぶ
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
意
見
を
集

約
す
る
こ
と
の
大
変
さ
も
経

験
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
来

て
い
た
だ
い
た
ゲ
ス
ト
の
皆

さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ

う
、
ア
ジ
ア
学
院
と
自
分
た

ち
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
、
そ
の
思
い
で
学
生
た

ち
は
懸
命
に
H
T
C
を
準
備

し
て
い
っ
た
の
で
す
。「
み
ん

な
の
違
い
」
と
多
様
性
に
苦

労
し
た
も
の
の
、
そ
れ
こ
そ

が
ま
た
よ
り
良
い
H
T
C
を

作
り
上
げ
た
、
そ
ん
な
学
び

の
場
に
な
り
ま
し
た
。

「みんなの違いが世界を救う」のテーマ
通り、多様性から多くのことを学びまし
たし、皆の隠れた才能が HTC の準備を
きっかけに現れてきたと思います。弱さ
も強さも表面に出てきて、普段静かな人
がリーダーシップをとったり、逆もあっ
たり。個人的な学びは、コーディネーター
としてどのように自分をコントロールす
るかですね。皆がリーダーの経験がある
中でリーダーシップを取ることはプレッ
シャーだったけれど、もう一人のコー
ディネーターのンガムシェルと一緒にそ
れを成し遂げることができました。

ティモティ・センタム
（ウガンダ）

HTC 学生コーディネーターより

お客様と一緒に祝う

Harvest Thankgsgiving Celebration （HTC）

第50回 収穫感謝の日
（左上）アジア学院によるステージパフォーマンス
（右上）収穫感謝礼拝
（左下）アジア学院と有志による物品販売

大栁 由紀子
副校長／教務主任

文

２年ぶり
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【北海道】下田尊久 【岩手県】八角晶子 【宮城県】酒井髙男 
【福島県】川瀬安希 木村昭一 佐川真理子 
【茨城県】上野勉 篠崎栄子 【栃木県】飯沼淳子 宇賀神浩人  

小野瀬美砂子 釜井加代子 早乙女順子 阪谷美樹 佐藤範明  
諏訪嘉彦 田仲テル子 田村修也 塚本美砂子 林哲 福本知恵子  
堀 内 紀 江 又 木 成 美 嶺 敏 子 吉 澤 ヤ イ 子 西 那 須 野 幼 稚 園  

（教）宇都宮上町教会 宇都宮友の会 （キ）宇都宮松原教会 （教）鹿沼教会 臥龍会 （キ）栃木教会  
那須野ケ原福音キリスト教会 【群馬県】亀田璋子 （教）吾妻教会 【埼玉県】小林洋一 石橋悦子  
金田佐久子 久保島理恵 細川敦子 柳原さつき （公）大宮聖愛教会 【千葉県】石原光夏 佐久間健  

（バ同）運河キリスト教会 千葉友の会 【東京都】飯塚芳子 石川邦子 石川光顕 井出誠彌  
小鴨逑夫 小見寿 中里威 原芙左惠 本田典子 増田泰子 三井田純子 向山功 山縣史子 山下直子  
天の魚出前プロジェクト 【神奈川県】金色久美子 菊池恭子 小暮修也 小林悦己 佐柳光代  
鈴木尚子 西村由子 本間勝 （特活）WE21 ジャパンこうほく 横浜友の会 【新潟県】森民男 

【石川県】喜田妙子 【長野県】石島美枝子 【静岡県】武井めぐみ 【愛知県】鈴木麗子 
【大阪府】瀧川喜代子 【兵庫県】垂井美子 森川晴子 【鹿児島県】植松節子 

書き損じハガキ
寄付者御芳名

【北海道】北海道エコビレッジ推進プロジェクト 【岩手県】八角晶子  
渡 圭 菜 子・ 健 太 郎【宮城県】酒 井 髙 男 【茨城県】成 島 良 幸  

【栃木県】大野喜久子 小野崎仁 小俣敏子 柏谷礼子 久保田隆行  
久留生儀弘 郡司いく子 佐古幸子 佐原市郎 JagoJay 芝本沙南  
高木美代子 髙崎光子 高村京子 田村修也 永井昌子 林哲 潘炯旭  
藤本渉平 森藤美由紀 石崎果樹園 （キ）宇都宮松原教会 スズ

キメンテ ほんだ梨園 マ・メゾン光星 【群馬県】清水真由美 【埼玉県】小林洋一 井上儀子  
小林和夫 宮美都 （公）大宮聖愛教会 【千葉県】海老澤浩 【東京都】安達俊信 伊藤博子  
菊池泰子 【神奈川県】岡田良仁・裕美 小林悦己 新居百合子 関麗 宮島アトゥー

【静岡県】山下清二 【大阪府】藤井元子 FULFiLL 【福岡県】荒川淑 守山惠子 

一品寄付
寄付者御芳名

（医）医療法人 （医社）医療法人社団 （学）学校法人  （カ）カトリック （株）株式会社 
（教）日本基督教団 （キ）日本キリスト教会 （公）日本聖公会 （公財）公益財団法人 
（公社）公益社団法人 （財）財団法人 （社）社団法人 （宗）宗教法人 
（特活）特定非営利活動法人 ( バ同）日本バプテスト同盟 
（福ル）日本福音ルーテル教会 （有）有限会社

【北海道】井澤敏郎 久世礼子 浜島和子 三橋修 
【青森県】木村幸子 【宮城県】酒井髙男 髙橋千沙子 西村勉 
【山形県】秋津ミチ子 冨樫俊悦 原田加矢乃 
【福島県】大島正太郎 川瀬安希 斎藤仁一・隆子 櫻井淳司 

松谷健司 【茨城県】岩田朗 遠藤桂 成島良幸 本田香織 
渡 部 敬 男 IKE 設 計 開 発 事 務 所 池 添 善 幸 竜 ヶ 崎 教 会  

【栃木県】赤澤美恵子 赤羽正美 阿久津啓司 阿部真希子  
鮎瀬征夫 荒川朋子 飯島惠子 飯島亘子 飯塚仁美 飯沼淳子  

伊藤順子 岩川靖子 上田昌弘 植竹伸一 内田尚久 大浦智子 大谷雅代 大森貴子  
大栁由紀子 小倉一郎・恭子 鍛治美奈子 川上聖子 川崎圭子 菊地創・ふじ 吉川宗芳  
木村裕子 栗原睦美 郡司いく子 郷かしこ 小中一成 小堀朋子 五味渕明美 坂入貴子  
佐藤範明 沢谷千亜紀 塩水賢太郎 杉山早苗 関根禎行 高見信子 田上聡 田上利子  
田上中 田中淳子 並木レベッカ 丹羽寿美 長谷川恵子 林真智子 羽山弘一 羽山信輝  
原田三恵子 潘炯旭 福本知恵子 福本光夫 増田守 増山律子 又木成美 松浦睦子  
McCurley里美 松田一彦 宮岡明子 武藤仁志 棟形さつき 村田紀美子 森川有理 森戸カイ  
門馬久美子 八木沢弘美 八巻惠美子 渡邉茂子 渡部静子 （教）足利教会 （教）足利東教会  

（公財）あしぎん国際交流財団 家の教会しおん （教）宇都宮上町教会 （公）宇都宮聖
ヨハネ教会 （キ）宇都宮松原教会 （宗）雲照寺 小山聖泉キリスト教会 （教）鹿沼教会  

（学）さつき幼稚園 （カ）厳律シトー会　那須の聖母修道院 （キ）栃木教会日曜学校  
宇都宮北高等学校生徒会 那須ワイズメンズクラブ （教）西那須野教会 鹿沼キリスト教
会 ペンション・シャローム （教）益子教会 レストランチッチ 

【群馬県】李元重 亀田璋子 亀田慎也 輿石勇 長谷川輝男 太田八幡教会 
【埼玉県】東治子 池内きよ子 茨木公子 浮貝由美 梅澤智 大手明男・眞佐子 角田富美子  

樺澤幸雄 川口景子 河島清 北野啓子 武真人 田嶋公一・明子 千村雅信 戸井田紗耶香  
柳原さつき 吉崎玲子 渡辺栄一 （特活）エクアドルの子どものための友人の会  

【千葉県】石崎利夫 海老澤浩 太田賢 大谷光弘 小関光二・征子 小峯彩子 佐久間健  
佐藤朝子 佐藤伊一郎 佐藤豊美 関偉子 廣田曉信 矢口敏和・愛子 山崎尚子 山本栄子  
八街グレイス教会 【東京都】ArthursonDevon 秋山徹 浅尾治子 阿部哲夫 石原晶世  
伊藤毅史 犬丸敬子 岩切勉 ウィリアムズ郁子 植田栄基 鵜﨑創 梅澤やよひ 鹿島照代  
加納貞彦 柄澤真理子 川原正言 河本壽恵乃 岸まち子 吉川久美子 木全由規 久世陽子  
倉敷英子 栗山昌子 黒田俊介 小泉裕子 功能聡子 小林元子 佐藤太郎 佐藤雅子 佐波吉男  
澤田祥子 嶌信彦 鈴木由美 髙野美惠子 高橋馨 髙橋美雪 竹野裕子 田代洋子 田中公子  
田中淑子 玉木光一 円谷恵 出口禎子 寺嶋章・公子 内藤崇 中野昭子 中山善和  
贄川治樹 白田浩一 東谷和代 広澤敏明 麓治夫 牧甫 増田泰子 松田浩道 松本いく子  
三井田純子 向山功 森哲也 山口俊夫 （教）阿佐ヶ谷教会 （教）牛込払方町教会  

（宗）カトリックケベック外国宣教会 国際基督教大学教会 （教）城西教会 （キ）東京告白
教会教会学校 （公）聖オルバン教会 （カ）聖心会（あけの星修道院） （教）全国教会婦
人会連合 世界教会運動委員会 東京霞ヶ関ライオンズクラブ 日本キリスト教協議会 女
性委員会 （バ同）日本バプテスト同盟　全国女性会 （学）明治学院 （公財）森村豊明会  

【神奈川県】安積力也 阿部恵 天野潤 天野捷一 荒井明子 伊神真智代 今川信夫 岩澤裕基  
梅澤昌子 江頭眞彦 江坂宏子 尾崎久美 黒澤雅子 斉藤恵子 佐柳光代 柴田有 進宏一  
仁田弘子 鈴木良子 鈴木律代 関根ゆかり 中本尚孝 鍋嶋那津子 春山ミヲ子 福井敏之  
本田忠行 松島直子 安田節子 吉田昌夫 横浜祈りの集い （カ）レデンプトリスチン修道院
 【新潟県】荒井眞理 川村邦彦 【富山県】マクニコル恵子 【長野県】青木栄作 小野寺
土菜 由井和也 【岐阜県】田川徹 【静岡県】武井陽一 松本伸吉 丸山信子 山下清二  
山中忍 【愛知県】荒川勉 鈴木麗子 塚田昇 【京都府】李智勇 井村千鶴子 上田祐未  
櫻井鋭子 中神星乃 MorimotoHermansenChristian 

【大阪府】大本和子 川俣茂 見満紀子 陳野友洋 田中真 田中義信 
【兵庫県】貝元利江 黒田喜久子 島田恒 谷佐代子 中道澄春 振津かつみ 山本愛子  

山本佳子 山本俊正・ClaudiaGenung 李善惠 （学）六甲学院中学校・高等学校 
【岡山県】岡崎優子 ほのぼのハウス 山口敦史 岡山友の会 
【愛媛県】入船重厚 【福岡県】荒川伊統 中島菜々子 松隈敬太・桂子 
【佐賀県】坂本元嗣 英語教室もと 【鹿児島県】大谷ともよ 
【沖縄県】小笠原春野 宮平洋恵 LacarAaron KauiKawailani
【海外】高井ヘラー由紀 合同メソジスト教会世界宣教 カナダ合同教会 共同世界宣教

サポーター寄付
一般寄付
寄付者御芳名

ご支援に感謝いたします
2022 年 7 月 1 日〜 10 月 31 日（敬称略・順不同）
寄付金がアジア学院に入金された日に基づき掲載しております。入金日は、口座振替の場合はご決済の１ヶ月後、クレジットカードの場合は２ヶ月後です。

寄付金
実績状況

7 月
8 月
9 月

10 月
合計

　1,382,282 円
　4,151,205 円

5,345,461 円
2,367,031 円

13,245,979 円

口座振替・クレジットカードでご寄
付頂いた場合、所得税法により領収
書の発行及び領収日は、アジア学院
に入金された日とさせて頂きます。 

寄付金領収書について

る
場
所
で
、
意
見
を
ま
と
め
物
事
を
進
め
て

い
く
こ
と
は
楽
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
ん
な

時
、
ア
ジ
ア
学
院
ス
タ
ッ
フ
の
井
澤
は
「
意

見
の
対
立
や
葛
藤
は
自
ら
成
長
す
る
機
会
で
、

相
手
を
知
る
た
め
の
大
切
な
プ
ロ
セ
ス
。
自

分
は
『
自
分
の
当
た
り
前
』
の
向
こ
う
側
に

い
る
、
う
め
い
て
い
る
人
の
声
に
耳
を
澄
ま

せ
る
人
に
な
り
た
い
」
と
語
る
。
彼
は
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
状
況
に
あ
っ
て
も
「
大
丈
夫
」
と

微
笑
ん
で
く
れ
る
。

　
個
性
の
調
和

　

8
月
に
聖
書
の
創
世
記
を
テ
ー
マ
と
し

て
、（一
財
）J
E
L
A
主
催
の
１
週
間
の
キ
ャ

ン
プ
を
ア
ジ
ア
学
院
に
て
行
っ
た
。
そ
こ
で

「
神
は
ど
う
し
て
人
間
を
完
璧
な
モ
ノ
に
し

な
か
っ
た
の
か
？
」
と
い
う
問
い
が
与
え
ら

れ
た
。
参
加
し
た
高
校
生
が
「
欠
け
て
い
る

か
ら
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
る
か
ら
人
を
愛
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
答
え
た
。
僕
は
そ
の
意
見
に
強
く

同
意
し
た
。
人
は
誰
し
も
欠
け
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
互

い
の
強
さ
と
弱
さ
を
認
識
し
、
共
感
を
持
っ

て
補
っ
て
い
け
る
こ
と
が
、
自
然
界
や
動
物

に
は
な
い
人
間
の
特
性
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
戦
争
、
貧
困
、
気
候
変
動
な
ど
様
々
な

課
題
が
地
球
上
の
あ
ち
こ
ち
で
起
き
て
い
る

中
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
価
値
と
弱
さ
を
他

者
と
共
に
認
め
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
。
こ

の
調
和
こ
そ
が
国
や
人
種
を
越
え
た
平
和
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）
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職 員 募 集

体験入学開催！

アジア学院でいっしょにくらし
働くなかまになろう！

アジア学院についての質問
いつでも受け付けます

学院での学びを用いて地域を変革していく 
学生たちの門出を祝います！

海外の学生とディスカッションしてみよう！
テーマ「誰と、誰のために働く国際協力？」

日 時

参 加 費

申込締切

1月28日(土)
¥3,000（昼食込み）
1月20日（金）

［願書受付期間］11月～2月まで。
毎月10日願書〆切、毎月20日合格発表。
応募方法はHPの「日本人学生募集」ページを
ご覧ください。

随時募集中！
お申し込み方法はHPの
「長期ボランティア」ページを
　ご覧ください。

ただいま、畜産部門及び野菜作物部門で職員を募集してい
ます。興味のある方、どなたかを推薦してくださる方は至
急アジア学院までご連絡ください。

日時 12月10日（土）13:00より

アジア学院
公式Facebookにて

ライブ配信を
行います。

「クラスメイトは
アジア・アフリカの農村リーダー」

JICA
協力隊に

行きたい！

英語力を
伸ばしたい！

将来、
途上国開発に
携わりたい！

見学
できますか？

農業を
体験

したい！

２週間前までの
お申し込みで

1,000円引き！

何が
学べるの？

国内の
地域活性化に
興味がある！

多文化コミュ
ニティで暮ら
してみたい！

友だち登録

お待ちしています

当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10:30 那須塩原駅集合
11:00 キャンパスツアー
12:30 昼食
13:30 ディスカッション
15:00 解散

【 募集セクション】

詳細はHPをご覧ください。

第50回

▶︎ フードライフ課 野菜・作物職員（1名）
▶︎ フードライフ課 畜産職員（1名）

応募締切

採 用
2023年1月末
2023年3月以降（応相談）


